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亜熱帯野草地における与那国馬の放牧行動
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YonagunihorsewhichisabreedoftheJapaneseNativehorseisgrazedalｌｔｈｅｙｅａｒｒｏｕｎｄｉｎｔｈｅ

Ｚｏｙｓｊａｔｅ"uj/bljqWilddominantgrasslandinYonaguniislandThebehavioralecologyoftheYonaguni
horsesundertheextensivemanagementisalmostunknown・Understandingthegrazingbehaviouｒｏｆｔｈｅ

Ｙｏｎａｇｕｎｉｈｏｒｓｅｉｓｉｍｐｏｒｔａｎｔｉｎｏｒｄｅｒｔｏｒaisethemproperly、

ThisstudywasinvestigatedfromtheviewpointofgrazingbehaviouroftheYonagunihorse，

especiallymaintenancebehaviour・

Ａｍａｒｅｉｎｌ－ｙｅａｒｏｌｄａｇｅ（l50kgbodyweight）ａｎｄａｓｔａｌｌｉｏｎｉｎ４－ｙｅａｒｏｌｄａｇｅ（l84kgbodyweight）

wasgrazedinthesubtropicalnativepastureyear-longObservationoftheYonagunihorsewascarriedout

continuouslyfor24hoursfromsixａ．ｍ．ｔｉｌｌｓｉｘａ.ｍ・ｎｅｘｔｄａｙｉｎＪｕｎｅ２８～30th，andOctober26～28thon
2005

Theobservationmainlyinvestigatedgrazingbehaviour，restbehaviour，movingbehaviour，grooming

behaviour，elinlinativebehaviouryawing，snortingandgassingbetweenmareandstallionwere

investigatedGrazingbehaviourof24hoursofYonagunimareandstallionwerethelongestｔｉｍｅ，andthe
valuerangedfrom830minutesto848minutes，Secondlyrestingbehaviourofmareandstanionwere

longer，ｔｈｅｔｉｍｅｗａｓｒａｎｇｅｆｒｏｍ４１５－４９０minutes、Ｌｙｉｎｇｏｎｓｉｄｅｂｅｈａｖｉｏｕｒｔｉｍｅｏｆａｓｔａllionwaslonger
thanamare、Groomingbehaviourtimewasrangefrom50minutesto71minutes，Althoughgrazing
behaviourofhorseswasoftenobservedinearlymorning，daytime，lateafternoonandmidnight，ｉｔｗａｓ

ｍｅａｓｕｒｅｄｍａｒｋｅｄｌｙｌｅｓｓａｔｔｗｏo1clockafternoon、Restingbehaviourofhorseswaswellobservedunderthe

spesifictreeinthegrasslandStandingrestbehaviourofmareandstallionwereobservedthroughouta
day，ｅｓｐｅｃｉａｌｌｙａｔｔｗｏｏ，clockinthedaytime、Andlyingonbellybehaviourandlyingonsidebehaviour
wereintensivelyobservedduringhoursbetweennighttimeandearlymorning・Groomingbehaviourofmare
andstallionwereseenthroughoutaday，anddeficationbehaviourofbothhoｒｓｅｓｗｅｒｅｒａｎｇｅｄｆｒｏｍ７ｔｉｍｅｓ
ｔｏ４６ｔｉmes．
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緒目 調査は主に摂食行動，休息行動，移動，身繕い行動，排泄行

動に分類した。さらに摂食行動は食草，飲水，舐塩に休息

行動は立位休息，伏臥位休息，横臥位休息に，身繕い行動は

グルーミングと砂浴びに，排泄行動は排糞・排尿に区分した。

また，飲水回数，舐塩回数，グルーミング回数，砂浴び回数，

排糞回数，排尿回数，あくび回数，スノート回数，おなら回

数についても調べた。

また，夏期における雌馬のみの行動観察と秋期における雌

雄の行動観察により雌馬の行動の季節的変化と雌雄の行動の

違いに注目した。なお，行動の分類は佐藤ら１１によった。

日本は国策として，軍馬増強のため1901年に「馬匹去勢法」

による種牡馬や種牡馬候補馬以外のすべての牡馬を去勢し，

大型の洋種馬との交配を促進し，さらに1939年の「種馬統制

法」により日本在来馬が絶滅の危機につながっていった。

現存する与那国馬は，種馬統制法の適用除外によりかろう

じて在来馬として生き残ることができた。与那国馬の特長は，

密集した長い前髪やたてがみを持ち，蹄は堅く，耐暑性にも

優れ，性格は温111頁で，人に馴れやすく，粗食に耐えることが

できる。また，小型であるにもかかわらず，足腰は強く，特

に後肢が発達しており，斜面の歩行を不得手としない。この

ような特徴をもつため，与那国島'１では古くから駄載用や交

通手段として使われていたが，機械化の波に押されて使役さ

れなくなった。与那国町史')には1938年代の茅葺き屋根の集

落の写真や与那国馬が載っており，当時いかにも与那国馬が

活躍していたであろうと伺えられる。

近年，与那国馬が乗馬利用として再び評価されるようになっ

てきたし，乗用馬としてのトカラ馬の馴致の報告２１もあり，

在来馬の今後の活用が期待できる。与那国馬は牧野組合の経

営する南牧場・北牧場・東牧場の３カ所の牧場があり，その

中でも北牧場と東牧場で主に飼養されており，2005年現在

98頭の与那国馬が飼養されている。その大部分が海岸沿いの

コウライシバ優占草地で牛とともに周年放牧されている。高

良3)は，昔から八重山にいる八重山馬と与那国馬の特性が

ほとんど変わらないことを記している。また，与那国の放牧

場は，粗野で，真夏の暑さを凌ぐ樹木がないので，海風に涼

を求めて，崖の上や海浜の草地で立って寝ており，一頭は警

戒に当たっていると述べている。また，冬は寒風を防ぐ樹木

もないので，アダンの群生した南側や岩陰で寝るとのことで

ある。

このように粗放管理されている与那国馬の行動生態はあま

り知られていない。与那国馬の放牧行動を把握することは適

切な管理を行う上で重要である。したがって本研究では，亜

熱帯野草地における与那国馬の放牧行動，特に維持行動に着

目して調査し，行動学的に明らかにしようとした。

結果および考察

１．調査期間中の気象

沖縄気象台５１の６月，１０月の気象データから作成した調査

期間中の気温の経時的変化を，図ｌに示した。平均気温は夏

期（６月）に28.8℃，秋期（10月）に259℃であった。夏期

における最高気温と最低気温の差は，3.9～４９℃の範囲であっ

たが，秋期においては，６１～7.5℃であった。気温は夏期，

秋期ともに明け方に低く，６月の第１～３回におけるそれは，

それぞれ27.3℃，27.0℃，26.9℃であった。１０月の第１～３

回の値は，それぞれ22.7℃，２２８℃，23.7℃であった。気温

は昼頃に高く，夏期は30.6℃～314℃であった。秋期は282

℃～29.5℃であった。
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２夏期における与那国馬雌の１日の各行動時間

夏期における与那国馬雌の１日の食草行動，飲水行動，舐

塩行動，立位休息行動，伏臥位休息行動，横臥位休息行動，

グルーミング，砂浴び行動，移動行動の経時的変化を図２に

示した。

夏期における与那国馬雌の食草行動の経時的変化をみると，

15時～21時にかけて集中的な食草行動が見られたが，午前７

～８時にはまったく観察されなかった。また午前１０～12時，

午後４時～６時に食草行動の増加が認められた。逆に気温

の高い13～14時には食草行動は減少した。

休息行動は特定の木の下や風通しの良い所でよく観察され

た。特に日中の暑い時間帯である13～14時頃に増加した。伏

臥位休息は夜間の23～１時に多く見られたα横臥位での休息

行動は，８時にわずかに見られただけだった。横臥位姿勢で

の休息はほとんど見られず，第３回目調査時の午前８時に観

材料および方法

琉球大学農学部附属亜熱帯フィールド科学教育研究センター

内にある野草地７牧区のうち，比較的観察しやすい第５牧

区（約ｌｈａ）と第６牧区（約l2ha）に体重150kgの与那国

馬雌１頭（１歳）と体重184kgの与那国馬雄１頭（４歳）を

供試した。

調査は，2005年６月28日～30日までの３日間（夏期）と１０

月26日～28日までの３日間（秋期）の計６日間行った。

行動観察は，６月は雌馬１頭で午前８時から翌日の午前８

時まで，１０月は雌雄２頭を放牧し，午前６時から翌日の午前

６時までの連続24時間観察した。観察中は常時馬と同行し，

供試家畜の行動の妨げにならないように適度な距離を保ち，

目視による観察を行った。



亜熱帯野草地における与那国馬の放牧行動 3３

察されたのみであった。

夏期における雌馬の飲水行動は11時～20時の間でしか見ら

れず，飲水時間も少なかった。鉱塩を舐める舐塩行動は認め

られなかった。

グルーミングは，どの時間帯にも１～８分の範囲で，こま

めに見られた。

砂浴びは，ほとんど行われず，夏期のどの調査日において

も１日に１回しか観察できなかった。

}ま約５分間行われた。砂浴びは午後３時から５時にかけて観

察できた。

移動は，食草しながら動き回ることが多く，ほとんどが飲

水場へ向かう時しか見られなかった。

４．秋期における与那国馬雄の１日の各行動時間

与那国馬雄の１日の食草行動，飲水行動，舐塩行動，立位

休息行動，伏臥位休息行動，横臥位休息行動，グルーミング，

砂浴び行動，移動行動の経時的変化を図４に示した。

食草行動は頸を下げてゆったりと草丈の短い草を選択的に

口唇でよりわけて少量ずつ噛みちぎり，－カ所に留まること

なく草を探しながら動き回っていた。排泄物のあるところの

草は摂食せず，不食過繁地ができでいた。１回の食草時間は

20分～２時間以上継続することもあり，休息時以外はほとん

ど食草行動していた。秋期における与那国馬の雌雄は２頭で

寄り添ったり，離れたりしながらほぼ一緒に食草していた。

ほとんどが同伴で行動しているためか雌雄間の種々の行動パ

ターンは図３及び図４が示すように類似していた。

立位休息については，雌雄ともにほぼ１日通して確認され

たが，夏期の雌馬では８時，１３時～14時，２２時，１時～３時，

６時～７時に多く観察され，１８時～20時，５時はほとんど見

られなかった。雄馬もほぼ同様に８時～10時と14時に特に多

く観察され，６時～７時，16時，２時にはあまり見られなかっ

た。秋期における雌雄の立位休息のパターンは類似していた。

また雌雄ともに立位休息時間が14時に多く，また朝から夜に

なるにつれて減少していく傾向が見られた。

雌馬の夏期の伏臥位休息は，８時，１時，５時に特に多く

見られ，１０時～22時にかけては14時頃に少し観察されたがそ

れ以降は見られなかった。秋期の雌馬のそれは，２１時，２４時，

４時に特に多く，２０時以降から５時に集中して観察され，６

時～19時にかけては夏期と同様，14時にわずかに見られただ

けだった。雄馬では，２０時以降から５時の間にしか見られず，

秋期の雌馬同様，２１時，２４時，４時に特に多く観察された。

秋期における雌雄の横臥位休息はほとんど同様のパターンを

示した。

雄馬では雌馬より横臥位休息時間が多く，２０時～1時，

４時～５時の間で，特に1時と４時に多く観察された。横臥

位休息は雌雄ともに20時以降から８時までの間しか見られな

かった。
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３．秋期における与那国馬雌の１日の各行動時間

夏期と同様，与那国馬雌の１日の食草行動，飲水行動，舐

塩行動，立位休息行動，伏臥位休息行動，横臥位休息行動，

グルーミング，砂浴び行動，移動行動の経時的変化を図３に

示した。

秋期における与那国馬雌の食草行動の経時的変化をみると，

11～19時にかけて集中した食草行動が見られたが，午前６～

７時，１１～13時，１５～19時においては観察されなかった。夏

期と同様，１５～19時にかけて食草行動が集中しており，さら

に６時～７時，１１時～13時，１５時～19時にも食草行動が集中

していた。秋期は夏期より涼しくなったためか，真昼の１１～

13時にも食草行動が多くみられた。

秋期における雌馬の立位休息行動は，９～11時と14時に特

に多く観察され，夏期に多く見られた６～７時，１３時，２時

～３時には逆に減少した。伏臥位休息は夏期と同様，夜間に

集中したが，夏期よりも時間が長かった。夏期の午前８時に

見られた横臥位姿勢は，秋期には23時と，午前３時に見るこ

とができた。

グルーミング行動はどの時間帯においてもみられ，長い時
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舐める・掻く・噛む．擦り付けをグルーミングとして観察

したが，グルーミングは摂食や休息時に顔や体を脚で掻いた

り木に擦り付けたり，前脚や体を口で噛んだりと，雌雄とも

に１日通して観察された。また昼間に多く，夜になるにつれ

て減少していく傾向が見られた。

砂浴びは横転して腹部や背部を地面に擦り付けていたが，

すぐに立ち上がり数秒しか見られなかった。雌馬では昼間に

雄馬では夜に観察された。

秋期において雌雄は，１頭が移動するともう1頭も後に続

くことが多かった。

期の雌馬，雄馬のそれは，それぞれ140分，145分であった。

また，雄馬の横臥位休息時間は66分で１日45分以上見られた

のに対して，夏期における雌馬は３分，秋期の雌馬では０３

分と著しく有意に少なかったが，秋期の雌雄間で見てみると

休息行動の合計時間は雄馬432分，雌馬415分と雌雄間に有意

な差はなかった。つまり，立位・伏臥位・横臥位と休息姿勢

は違っても休息時間の合計は，季節の差は認められるが，雌

雄間では認められないことがわかった。夏期の休息行動の増

加は，暑熱を避けるために木陰への庇陰行動（立位休息）と

してあらわれた。

秋期において雌雄の休息行動は，１頭が休むと他方も一緒

に休む様子が多く見られた。立位での休息状態は，目を閉じ

ていても時々耳を動かしたり，向きを変えたりとすぐに覚め，

あまり熟睡している様子はなかった。また後肢の一方は浮か

せていて，ときどき後肢を交互に踏み変えていた。立位休息

がしばらく続くと伏臥位・横臥位休息が見られた。伏臥位休

息は，立位休息より熟睡している様子だった。横臥位休息は

１日でわずかしか観察されず，横臥しない日もあった。横臥

位休息時には時々，いびきや突発的鳴き声を発していた。

夏期と秋期の雌馬の移動時間はそれぞれ28分，７９分で雄馬

のそれは66分を示し，雌雄ともに移動している姿は１時間程

度しか観察されなかった。夏期の雌馬の移動時間は秋期の雌

雄と比べ有意に少なかった。夏期の暑熱のため昼間に水飲み

場に行くぐらいの移動であった。

平均グルーミング時間は夏期に長く，雌馬で72分，秋期に

は雌馬で62分，雄馬50分で雌雄間では有意な差は認められな

かったが，夏期と秋期間には有意な差が認められた。こらは，

夏の暑さにより，多量の汗をかくためグルーミング時間が増

加したものと思われる。

５．夏期と秋期における与那国馬雌雄の各行動の平均合計時間

夏期と秋期における与那国馬雌雄の食草，起立休息，伏臥

位休息，横臥位休息，移動，グルーミングの３日間の平均合

計時間を表１に示した。

夏期に雌馬の食草時間が848分（１４１時間）であったのに

対して，秋期においては雌馬836分（139時間)，雄馬830分

(138時間）となり，夏期と比べわずかに減少したが，季節

間，雌雄間いずれにも有意な差は認められなかった。食草時

間は１日の放牧行動の中で最もながく，その時間は14時間前

後であることがわかった。

休息行動時間（起立・伏臥・横臥休息の合計）は夏期に長

く490分（8.2時間）であったが，秋期には少し減少し415～

432分（6.9～７２時間）の範囲であった。その中でも立位休

息時間については夏期に雌馬が350分，秋期に雌馬が203分，

雄馬では223分を示した。夏期において雌馬は秋期より約150

分間起立休息が多くなり，季節間に５％で有意な差が認めら

れた。雌雄間を比較すると有意な差はなかった。秋期の雌馬

の伏臥位休息時間は有意に多く210分であったのに対し，夏

ＴａｂｌｅＬＴｈｅａｖｅｒａｇｅｔｉｍｅｏｆｔｏｔａｌｖａｌ
andautumnseason（minute）

Dtalvariousbehaviourformareandstallionin

(minute）

ｓｕｒｎｌｎｅｒ

ａｕｔｕｍｎｓｕｌｎｌｎｅｒ

stallionlｎａｒｅ lｎａｒｅ

848.42±13.57“

350.58±15.55’

140.00±14.63ｂ

0.34±0.341〕

２７．６±２．１６１）

71.50±6.50“

835.90±19.101

202.73±28.80'’

210.17±１２．３７１

３．００±l53b

79.20±1.62〃

6157±206:１１）

830.22±33.03ヨ

222.68±9.67ｂ

144.50±14.151〕

65.67±20.42〃

６６２３±6.73③

５００７±5.68ｂ

grazlng

standing-rest

lyingonbellｙ

ｌｙｉｎｇｏｎｓｉｄｅ

ｍｏｖｌｎｇ

ｇｒｏｏｍｌｎｇ

Resultsarepresentedasmean±standarderror・

MeanswithdifferentlettersaresignificantlyatP<0.05．

Table2Theaveragenumberoftotalvariousbehaviourformareandstalliｏｎｉｎ
ｓｕｍｍｅｒａｎｄａｕｔｕｍｎｓｅａｓｏｎ

ａｕｔｕｍｎsｕｌｎｎｌｅｒ

stallionlｎａｒｅ lｎａｒｅ

drinking
salt-licking
groomlng

yawnlng

snorting
defication

urination

gasslng

２．７±０．３'’

0

144.3±１１７;！

２．０±１．２１）

３１．３±２．８’

７．０±０．６'’

４．７±０３１’

８．３±Ｌ９ｂ

８．７±l３１ｂ

５．７±1.2ｂ

129.3±4.9㈹１，

６．７±0.7㈹

４２３±8.4:！

１２．７±０．３１，

７．３±０．３’

８．７±１．２１】

11.0±１．０⑤

７．７±０．７⑧

101.0±１１．８ｂ

17.0±４９２１

４３．３±９．６１

４６０±34.5ヨ

９．０±0.6$’

２０．０±２．１⑪

Resultsarepresentedasmean±standarderror、

MeanswithdifferentlettersaresignificantlyatP<0.05.



3５亜熱帯野草地における与那国馬の放牧行動

北海道和種馬を５月から９月まで放牧（牧草地）した場合，

食草時間980分，起立休息354分，移動41分であったと報告し

ている。これらの値を与那国馬と比べると食草時間が１００分

以上も長い，これは北海道和種馬の体重の影響であるとおも

われる。その他の起立休息や移動には大差なかった。また，

辻井ら１mの木曽馬の舎飼実験で得られた，排糞・排尿回数は

与那国馬とほぼ同じ値であった。

休息行動は特定の木の下や風通しの良い場所でよくみられ

た。そこは与那国馬にとってＩ快適な場所だったと推察された。

今回の観察において，秋季の雌雄の行動において』性差はほ

とんど見られなかった。夏季の雌馬のみの観察と秋季の雌雄

の観察において，雌馬の行動に経時的変化，時間や回数に多

少の違いが見られた。これは与那国馬が雌雄２頭でいる時は，

ほぼ常に行動をともにしていたので，行動パターンが類似し，

性差の違いが見られなくなったと思われた。よって群でいる

時は集団で行動することが多く，個体の行動が群れの行動に

強く影響を受けると考えられた。

以上のことより，与那国馬は雌雄ともに１日の半分以上

(１４時間前後）の時間をかけて放牧地を動き回りながら，草

を選択的に少量ずつほぼ全時間帯にわたって食草行動し，約

４時間を立位休息行動に費やしていることが明らかになった。

６．夏季と秋期における与那国馬雌雄の各行動の平均合計回数

夏季と秋期における与那国馬雌雄の飲水，舐塩，グルーミ

ング，あくび，スノート，排糞，排尿，おならの回数を表２

に示した。

飲水行動は，１日に２７～11回の範囲であった。季節間で

見ると暑い夏期に飲水回数が少なく，涼しい秋期に有意に増

加した。飲水行動は定期的に見られるわけではなく食草や舐

塩の後に観察され，摂食中などに不意に飲水場へ向かい飲水

するといった様子であった。秋期の雌雄では飲水行動は１日

通して見られ，雌雄ともにほぼ同じ時間帯に観察され飲水回

数に有意な差は認められなかった。秋期の雌雄の飲水時間帯

と舐塩時間帯はほぼ同様で，飲水と舐塩には関係があると思

われた。夏季に比べて秋季の雌馬の飲水時間・回数は増加し

たが，これは舐塩の増加によって飲水が増えたと考えられた。

舐塩行動は，１回に平均１～８分見られ，舌や唇を使って

鉱塩を舐めていた。秋期の雌雄の舐塩時間は雄馬の方が多かっ

たが，飲水同様，ほとんど雌雄ともに同じ時間に観察され，

雄馬が舐塩している時に雌馬も舐塩していた。平均舐塩回数

は雌馬で６回，雄馬で８回と，雌雄ともほとんど同じ回数摂

取していた。夏期放牧の雌馬は鉱塩を舐めた経験がないため

か，鉱塩にあまり興味を示さなかった。しかし，秋期に雌雄

放牧することにより雄馬の舐塩行動につられて雌馬も舐塩す

るようになった。よって秋期における雌馬と雄馬の舐塩行動

には有意な差は認められなかった。

グルーミングの回数は夏期の雌馬に多く見られ144回，秋

期の雌馬で129回，雄馬で101回であった。雌の季節間では有

意な差は認められなかったが，夏期の雌馬と秋期の雄馬との

間には有意な差があった。夏期は暑熱環境下にあるため多量

の汗をかくためにグルーミング回数が増加したものと考えら

れる。

あくび回数は夏期の放牧で少なく雌馬２回，秋期放牧で雌

馬７回，雄馬17回と夏期と比べ有意に増加した。しかし，雌

雄間の差は認められなかった。涼しくなると眠気が多くなる

ものと思われた。

三村`'や野村ら７１は，スノートは緊張や警戒を示す時に鼻

を鳴らして発し，何らかの意思伝達手段として使用している

と報告している。スノート回数は夏期の雌馬１頭放牧の場合

は31回と少ないが，秋期の雌雄放牧では雌馬，雄馬，それぞ

れ42回，４３回と増加傾向を示したが有意な差はなかった。複

数頭放牧すると食草時に少し緊張するのであろう。

夏期における雌馬の１日の排糞回数は７回，秋期放牧にお

ける雌馬は13回，雄馬46回であった。秋期における雌馬の排

糞回数は夏季と比べ約２倍，雄馬は，約６倍の値を示した。

排尿回数は４～９回の範囲でみられたが，季節間，雌雄間に

有意な差は認められなかった。

雌馬のおならの回数は，季節変化は見られず約８回である

が，雄馬は１日に20回と有意に多かった。これは，年齢の差
によるものと考えられた。与那国馬の野草地における１日の

放牧行動のうちで最も長かったのは食草行動で830～848分の

範囲にあった。つぎに長い行動は立位休息行動で202～350分

の範囲であった。移動は27～79分であった。近藤ら乱，)は，

要約

与那国島に生息する与那国馬は日本在来馬の－種で，その

多くが海岸沿いのコウライシバ優占草地で周年放牧されてい

るが，その行動生態についてはあまり知られていない。与那

国馬の放牧行動を把握することは適切な放牧管理を行うため

にも重要である。

そこで本研究では，野草地における与那国馬の放牧行動，

特に維持行動に着目して調査した。

与那国島と同様な粗放管理で与那国馬の雄1頭（４歳齢・

体重184kg)，雌１頭（１歳齢・体重150kg）を亜熱帯野草地
に放牧した。調査は，2005年６月28日～30日までの３日間，

10月26日から28日までの３日間の計６日間行い，午前６時か

ら翌日の午前６時までの連続24時間行動観察した。調査項目

は，摂取行動(食草，飲水，舐塩）・休息行動・移動・身繕い

行動・排泄行動，あくび，スノート，おなら等であった。

与那国馬の１日の放牧行動において，食草行動は，もっと

も長く，雌馬，雄馬ともに，830～848分の範囲であった。次

に休息行動で415～490分の範囲であった。雄馬の横臥位休息

は雌馬と比べ有意に長い時間であった。身繕い行動は50～７１

分の範囲であった。

食草行動は，早朝・昼・夕方・深夜に多く観察され，１４時

には著しく少なかった。休息行動は特定の木の下でよく観察

された。立位休息は雌雄ともに１日を通して見られたが特に

14時に多く見られた。また伏臥位休息と横臥位休息は，夜

から早朝にかけて集中して多く見られた。身繕い行動は，

雌雄馬ともに１日を通して見られ，排糞は７～46回の範囲で

あった。
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